































































































































































































































































2)拙稿， rケースメソッド』授業記録とその評価(その 3)J， 1997，参照。
(なお，本稿の 1r人間関係学部における授業『ケースメソッド』の特色を求めてjは，椙山女学園
大学『風J(vo1.26.， 2007， M紅 ch)に掲載されたものに若干，加筆修正したものである。)
3)チャールズ， 1.グラッグ， r叡智は教えられぬがゆえに.1，マルコルム， P.マクネアー編「ケースメソ
ツドの理論と実際J，慶大ビジネス・スクーJレ訳，東洋経済新報社， 1987 (1977)， p.9-p.21. 
同様に，官己発見することを奨励することがケースメソッドに通底する教育哲学である"とする趣旨
は次の文献に顕著にみられる。 Christensen，C.R.， Teaching and也eCase Method， Harvard Business 
School， 1987(1981)， p.48-p.49. 
4)前掲「ケースメソッド研究会J報告書， p.40-p.41. 
5)マルコム， P.マクネアー編，前掲書， p.225-p.244 
ここではケース作成とかかわって 教授がケースを承認し その承認のしるしをケースに入れておく
ということになっている。
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